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1. は じ め に

Web 上の情報を効率的に検索するためのシステム

として，Web 検索エンジンがある．各エンジンは異

なるアルゴリズムを用いて検索結果の順位付けを行っ

ているが，検索結果の表示方法は，ほぼ同様の方式を

採用している．しかし，現在の検索結果の表示方法が

Web 検索行動に最適化されたものとなっているかど

うかは不明である．従って，検索エンジンを利用する

ユーザの検索行動について調査を行う必要がある．

検索結果の 1ページ目（検索結果 1件目から 10件

目）を対象とした先行研究1) によると，ユーザの視

線はページ上部の検索結果に集中し，下部にはほとん

ど留まらないという結果が報告されている．これは，

ユーザが検索エンジンの出力する検索結果の順位付け

に従ってページを閲覧しているためだとされる．

しかし，ユーザの多くは検索結果を平均で 2.35ペー

ジ閲覧することが示されている2)．我々は従来研究に

おいて，複数ページに渡りWeb検索を行うユーザの

行動を理解するために，検索結果ページの 3ページ目

までを対象とした実験を行った3)．実験の結果，検索

結果の表示順位だけではなく，ブラウザ中の表示位置

が注視時間の増減に影響を与えることが分かった．

本稿では，従来研究で見られた検索結果ページ内で

の注視時間の周期的増減について分析を行う．我々は

検索結果閲覧中のユーザのスクロールが周期的増減の
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主な要因であるという仮説を立てた．仮説を検証する

ために，検索結果がブラウザ上に表示される時間（表

示時間）とユーザの視線が検索結果上に留まっていた

時間（注視時間）の関係について分析を行う．

2. 実 験

実験では，あらかじめ決められたキーワードを用い，

Googleの検索結果から実験者が指定したWebサイト

を探すというタスクを 21人の被験者に行ってもらっ

た．タスク中は nac社製の視線計測装置 EMR-NCを

使って視線を計測した．被験者の視線および検索中の

表示画面の記録には，被験者の視線の動きや操作履歴

を記録し分析するためのツールである WebTracer4)

を用いた．タスクは以下の 2 種類を各 4 タスクずつ

行った．先行研究では，これら 2種類のタスクは検索

時間が異なることが示されている1)．

• Informational Task：情報を含むWebページ

を検索する（例：入試情報を含むページを探す）

• Navigational Task：特定のWebページを検索

する（例：大学の公式ページを探す）

検索結果ページは，タスクの正解となる検索結果の数

と表示位置が偏らないよう実験者が加工した．また，

本実験では，複数ページを検索するユーザの行動を見

ることが目的であるため，1ページ目のみを閲覧し検

索を終了することを防ぐために，正解となる検索結果

は 2ページ目以降に配置した．検索結果の表示件数は，

一般的な検索エンジンのデフォルト設定を想定して，

1 ページにつき 10 件とした．ただし，広告は除去し

た．被験者が用いたディスプレイは，液晶 21 インチ
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表 1 スクロール使用時の検索結果の表示方法の分類
Table 1 Types of Search Results Browsing with Scroll.

検索結果表示位置 表示方法

D1 1～3 件目 ページ遷移時に表示される
D2 4～7 件目 スクロールにより表示される
D3 8～10 件目 スクロール終了時に表示される

（有効表示領域：縦 30cm，横 40cm，解像度：1024 ×

768pixel）のものであり，タスク開始初期には検索結

果は 1 件目から 3 件目までが表示される．それ以降

の検索結果は，被験者がスクロールを行うか検索結果

ページを遷移させる必要がある．

3. 分 析 結 果

分析は，全 168タスク中，検索結果ページの 3ペー

ジ目以降まで被験者が検索を行った 47タスクを対象

とした．図 1に，検索結果の表示時間を示す．Infor-

mational Task と Navigational Taskでは検索結果の

表示時間すなわち検索時間が異なるが，各ページのど

の部分を重点的に時間をかけるかなどについては同様

の傾向を示すことが見て取れる．

スクロールを伴う検索では，検索結果の表示位置と

表示方法との関係は表 1のように分類することができ

ると考える．スクロールが検索行動に影響を与えるな

らば，図 1に示した検索結果の表示時間について，表

1に示した表示方法により違いが現れると考える．そ

こで，スクロールにより検索結果の表示時間に変化が

起こるかを知るために図 1に示した検索結果の表示時

間と D1，D2，D3の対応を見る．その結果，検索結

果の表示時間は，D1部分では増加し，D2部分では変

化は少なく，D3部分では減少するという特徴が全て

の検索結果ページで見られた．

図 2 にユーザの検索結果に対する注視時間を示す．

注視時間の増減の周期と，表示方法が変化する部分

（例えば D1-D2 間）はほぼ一致していた．特に，D1

部分について，注視時間は，検索結果ページの 1ペー

ジ目では，検索結果の 1件目から 2件目にかけて増加

し，その他の検索結果ページでは，表示時間と同様に

1件目から 3件目にかけて増加していた．これは，ス

クロールにより検索結果が表示画面の外に順に送られ

ることで，1件目よりも 2件目，2件目よりも 3件目

の表示時間が長くなるためであると考えられる．

4. お わ り に

本稿では，複数ページに渡りWeb検索を行うユー

ザを対象に，スクロールが検索に与える影響について

検索結果の表示時間と注視時間に着目し分析を行った．

図 1 検索結果の表示時間
Fig. 1 Display Time for Each Search Result.

図 2 検索結果への注視時間
Fig. 2 Time of Eye Movements for Each Search Result.

分析結果より，スクロールが検索結果に対する注視時

間の周期的な増減に影響している可能性が示唆された．

また，ページ遷移時に表示される各検索結果ページ中

の上位 3件の検索結果については，検索エンジンが提

供する順位に沿って注視時間は変化しておらず，スク

ロールの影響によって長時間表示される位置にある検

索結果の注視時間が，順位とは反対に増加することが

分かった．この結果から，2・3件目は，1件目に表示

される結果より被験者の関心を引くことができると考

えられる．今後の課題は，今回得れた結果とスクロー

ルを行わない状態で検索を行った結果を比較し，スク

ロールの影響をより厳密に特定することである．
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